
行動科学としての経済学に於ける弾力性係数システム
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 此の小論文は既に日本統計学会に於て，NK複合階層別正規所得分布模型NX，

KXﾁ費者行動の理論xNと題して二回，理論経済・計量経済学会に於て，、経済

学に於ける均衡配分のシステムと偏差等確率密度の原ff NXとの対応性を明確に

し，それ等の報告について有益な批判と示唆を得たことを深く感謝している。

今回はからずも，東京大学教育学部主催の第三回行動計量シンポジウムでの報

告会に招待されたのを機会にこれまでの研究を纒めだもρである。実証科学と

しての経済学の一つの技術的解析方法として拙著，NN分布理論に基づく経済統

計学研究NN（註1）を参照されたい。

註1 平山政市著”N分布理論に於ける経済統計学研究。玄文社発行PP．1～87，昭和44年

  10月3旧。

1 経済学に於ける行動概念，類型概念，集合概念，システ

ム概念の重要性について

 行動概念，類型概念，集合概念，システム概念の中，システム概念を除く三

つの概念は何れも古くて新らしい概念である。経済学が行動科学としての経済

学としてデビューする忌めには此の四つの概念を精緻に定義し，経済学が科学

として成立せしめられぐとするならばこれら四つの概念の果たす役割を充分に

理解して置くことが極めて重要であると考える。

 行動科学としての経済学を考える時には先ず好むと好まざるとにかかわらず
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行動概念が登場する。行動概念とはそもそも経済学に於て何に当り，経済科学の

成立に当ってどの様な要素として扱われるものであるか。若しも一つの変量と

して扱われるとするならば，其の変量は経済科学に於て如何なる意味集合を持

ち，其の本質は何なのか。若し行動概念は行動主体の価値系列の状態を表わす

ものと解する時，人間の頭脳の中にはいり込んで行動主体の価値感覚を直接的

且っ客観的に測定し得る物尺と技術が可能でない限り，経験的，帰納的に誘導

された最も確率の高い理論を用いて定義され推定され確定されて行かざるを得

ないであろう。

 行動概念は行動主体の価値系列の状態を表わすと解することが一般的である

としても，行動主体の分類，類型化というむずかしい問題が起る。行動主体の

価値系列の状態といっても色々な価値系列を一般的には想定されるかも知れな

いが，経済学では貨幣価値に具体的に測定可能であることが前提になるという

狭義の価値系列に限定せねばならぬ。

 消費者行動の理論と題して，消費者が広告を見て，商品の展示を見て，商品

の購入行動に移って行くまでの心理的過程に重点を置いた商学的研究が企業経

営者の要望もあって広く行なわれて来て居り，財貨についての付台価値創造に

関して古典的価値論に革新をもたらしつつある。所得水準の上昇，従って生活

程度の上昇は市場に於て広い範囲に亙っての機会価値（OPPortunity Value）

（註2）の可能性が生じ，売手買手相方に高い待望観を土台にした期待値が生ず

る。これが経済の波及効果の根源である。低所得水準，低生活程度，従って生

活に余剰がない時は経済の波及効果は生じようがないからである。経済の波及

効果という概念もDimensionlessな固定概念ではなく動態的な概念で集合

論的確率密度的に精緻に定義を必要とする経済学上の概念の一つであると考え

る。

 経済学を行動主体の価値観（主観的価値観）を完全に脱却して主体性の抜け

た行動結果のみの価値評価を客観的価値と称して，これを経済学研究の主要対

象とすることは不幸なことである。

 以上論じたように経済学を行動科学と見る限り主観的価値観の類型が客観的
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に評価された変量として．行動結果の集合の宕観的価値観に立って評価された

変量に先行対応せしめられたシステムと見徹し研究すべきであるとする立場を

とっている。

 従って，経済学を組立てて，行くには経済学に用いる主要な類型概念はただ

単に一個の概念を示す蔑めの用語としてだけではなくて，経済事象の変化変動

を精緻に演算し，演算過程の合理性と具象性を保持し，結果の意味付け，解釈

も充分であり，予測して行けるようなシステムの発見にあるのでありますから

「変量」として扱われるべき宿命的な性質をもっているといわねばならぬ。変

量として扱われるべき宿命をもつ主要類型概念が全く不用意に，且つ当然なも

のとして集合概念は集合概念であるとしても関数論的矩形分布型の集合概念と

して一般的に定義されていることは，分子論或は原子論の研究なしに物理学或

は化学を建設しようとしているのに等しいように思われてならない。

 最後のシステム概念の重要性の問題は経済学とどんな関係をもってくるかの

問題である。システ4概念は周知の通りコンピュータ利用の拡大と共に益々其

の適用領域を拡げて来た観がある。特にコンピュータは関数論的連立方程式の

解として求める数値演算はいうに及ばず，筆算による割算，開平，開立，積分

数値計算に見るように試行錯誤法（Trial and Error Method）の演算，作

図，予測，模擬実験等人間の最も不得意としている繰返し演算を得意中の得意

としているということからして此の重れた論理演算のシステムにのせる事の重

要性には計り知られぬものがある。経済学に於て行動主体の価値観の客観的評

価の下に精緻に定義せず，また行動結果の客観的価値評価と対応せしめずに，

単に行動結果の客観的価値評価の変量に変動分析を施しても幾多の論理矛盾を

含まざるを得ない事となり，ただ一個の論理矛盾を含むことをも許さないコン

ピュータシステムで演算しても其の模擬実験結果は当然論理矛盾から逃がれる

事は不可能である。此の意味で経済学を科学に登ぼす為めの方法論としての現

在の計量経済学は猶いくつかの不満足な点があるように伺える。

 要約すると，行動科学としての経済学を考える時に，行動主体の主観的価値

によって定まる価値の類型概念を集合理論を通じて客観化し精密に定義すると
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いう手続を踏み，そのような行動主体の主観的価値系列から生じて来た類型概

念を変量としこれに其の行動結果の客観的価値から生じた類型概念を対応する

変量として扱う。そしてこの行動結果の変量もまた集合概念で精緻に定義する

という手続を提唱している。

註2 0PPortunity Value（機会価値）従来価値創造は 1 Form Value，2 Place

  Value，3 Time Yalue 4 Po5sessio典Valueすなわち，形態，時間，空間，

 所有といった財貨中心の価値観に限られて居た場合はこれでよかったかと思うが，形

 態と所有という概念を別にして，時間と空間という哲学上の概念で財貨の価値の変動

  を生む産業，経済，社会という主体的状態との間の関係を充分意味をもった位置付け

  は困難である。従って行動科学としての経済学を考える時に財貨の価値を認識する行

 動主体側の価値観，主観的価値観の重要性の認識と同時に客観的価値観を，行動主体

  の価値観を，完全に捨象'した物理的，自然科学的価値ではなくて主観的価値観の客観

  的普通的価値評価に止るべきであると考える。Opportunity Valueも主観的価値観

  を前提にして始めて充分な意味をもっことになる。

    2 行動主体の主観的価値系列の客観的評価としての類型概

     念の分布模型について

 経済行動の主体となり得るものは，自然人，法人，自治体，国家といったよ

うに多数ある。これを唯一つの類型で表示することは意味がはっきりしなくな

るであろう。例えば個人または世帯の消費生活については，KX入るを計って出

ずるを制するxNとか健全財政（Living within their Income）といわれ，中

央政府については均衡財政（Balancing the Budget）といわれることから原

則論の立場からしても相当異る点がある。

 消費者行動の主観的価値判断の客観的評価として学者間に意見の一致を見て

いるのはNX所得NNである。所得という類型概念を度数分布で代表せられる集合

概念で捉えて行動主体の変量とし，これを複合階層別正規所得分布模型を用い

て精緻化する。これの行動主体の主観的価値観の客観的評価の精緻化された変

量に対応して生起する行動結果を消費価値額として捉える。ミクロ経済学の行

動の原理である限界原理からして行動結果の消費価値額の分布も行動主体の精

緻化された変量の分布に対応して生起するであろうことの推論が成立する。従
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ってこのような理論を実証する澱めの標本実態調査は行動主体の精緻化された

変量の分布に従って施行して消費価値額の分布を推定すべきであるが，一般に

行われる所得階級別家計実態調査（例へば，総理府の全国消費実態調査報告）か

ら採択することが出来る。要約すると消費者行動主体の主観的価値の客観的評

価としての所得は複合階層別所得乖規分布模型，すなわち，

       ΣD既（Yi）＋助㌫。（夕、）＋…………＋ΣD灘。（yn）

として正規分布の集合で変量を定義することが出来る。'行動主体の各所得階層

正規分布の変量に対応して行動結果としての消費価値額の集合の変量が対応す

るのであるが，其の対応のさせ方に技巧を必要とする。その理由の一つは同類

型の財貨もブランド差，品質差があって，価格のScaling（価格表示の間隔）

も価格も等しくないからである。行動結果としての消費価値額の集合としての

変量の分布は各所得階層別商品類型別平均消費価値額彷ゴを中心に前後の消費

価値額の半正規分布を対応せしめることになる。すなわち，所得第一階属下半分

の正規度数分布  誉D㌫一（Yi）に対して所得第一階層の下半分の消費価値
           ヴ1         0

正規度期纐壕b齢」（・・）所顯糟層別粉の正規麟肺

等：鵬畑に対して所得第糟層の上半分の消費価値額正規麟肺

鯛㍉㈲対応させるという方法をとる・

 偲て行動主体の主観的価値の客観的評価としての変量である所得は複合階層

別所得正規分布模型で処理しているので当然分解された所得階層は正規分布を

なす。この所得類型を行動主体の主観的価値の客観的評価と仮定し，経済学の

ミクロの原理として限界原理を正しと置くならば，そしてこの仮定に論理矛盾

がないならば行動結果としての所得階層別，商品類型別，消費価値額を上半

分，下半分に分けられた分布はそれぞれ半正規分をなすはずである。逆に言え

1＆'・標本から誘導された㌢D翫沸）或は鞭瓦㈲が臓
                        ij
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式通り正規分布の検定に合格すれば，限界原理及び行動主体の主観的価値の客

観的評価の変量として所得類型をとることそして所得分布を複合階層別所得正

規分布模型で分解処理する技術理論の妥当性をも含めて実証されたことになる

と確信する。併してこれは既に実証されている（註3）。

（註3）平山政市著奏経済統計学研究、玄文社昭和44年10月31日 pp．46～49．

    3 経済学に於けるシステム概念の重要性について

 システム概念はコンピュータ演算利用技術の普及と共に重要性を増したが経

済学にとっては特に次の三点について重要であると考える

（i）先ず論理矛盾の排除ということである。経済学が学問体系の中にあって

如何なる地位を占めその研究領域，研究表方，研究内容についての学問論，科

学論の立場から見た性格はArt（芸術）なのかScience（科学）なのか，とい

ったこと柄について厳密な詮議立てばしなくてもよいのだろうか。詮議立てを

してもどうにもならないものだろうか。経済学の研究者は多かれ少なかれ歯痒

い思いを持ちながら誰かが手を付けるのを待って居るようにも見える・学問

論，科学論の立場からするとその学問体系の中に唯一個の論理矛盾も許されな

い。論理矛盾の排除は当然のことであるが，論理の毒除も論理の矛盾についで

許されないことである。システム概念は論理に筋道が立って居ることであるか

ら論理矛盾も論理欠除も同様に排除されるべき運命にあるといはざるを得な

い。近代経済学の領域の場合だけを考えてもミクロの経済理論とマクロの経済

理論とどのように対応しているのか。ミクロ経済に於ける限界原理はマクロ経

済理論形成にどのように作用しているのであるか，その理論的対応関係はどう

なっているのか。ミクロ経済理論に於ける均衡システムとマクロ経済に於ける

均衡システムとの理論的対応関係はどのような論理的つながりがあるか。一つ

の財貨の価格の変動，或は一つの所得階層の所得水準の変動はそれぞれの類型

の消費購入額にどのような影響があるか，すなわち，所得配分への変化変動の

精緻な演算のシステムか，勿論その前提に無論理矛盾の論理システムの樹立が

先決である。計量経済学も近年大きく進歩をしたが，極めて卑近なこのような
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経済の演算のシステムも無論理矛盾の経済学原理から誘導された模型には接し

ていない。

 近代経済学のいうマクロ経済学の理論は私の目には政策理論としか見えない

のであるが，最近になってクロスセクション分析が盛んになって来てはいるが，

行動科学としてのマクロ経済学としての価値観が極めて不充分であるという事

を感じさせられるし，その主たる原因は経済学は人間の行動科学に属する領域

の学問であり，実験計画が不可能であるにもかかわらず，実験計画が出来て始

めて結果のDataから科学のシステムを形成出来る自然科学の方法論を経済学

研究の方法論として用いてその反省が不充分であるところにあるのではないか

と考えざるを得ない。所得階層の異なる消費者の消費者行動は同一類型財貨に

ついても180。の転換があるということは，行動主体の価値類型を指標，或は変

量に持たない結果資料だけを如何に精緻を極めた数式模型を以って解析して見

ても，無論理矛盾の論理システムをマクロ経済の領域で樹立することは不可能

であることは明白である。従ってマクロ経済の領域で無論無矛盾の論理システ

ムの樹立のためにはCross Section分析の拾頭は必然的なものであるはずで

あるが行動主体の主観的価値の客観的評価を集合理論で変量化し行動結果の変

量に対応を求めるといった厳密性に欠けている。現在多くのマクロ経済の理論

が述べられては居るが行動主体の価値システムを変量として導入することを忘

れた行動結果の帰納法に基づく政策理論に終始して居るように見える。マクロ

経済での行動結果から経験的帰納法に基づいて先行する原因（＝政策理論）を

想定し，その対応関係に於て経験的にマクロの経済政策理論を体系付けて行く

方法論を全面的に否定するものではないが，この方法論は試行錯誤法に属すと

いわれるかも知れないが，xx無矛盾の論理システムxNのCriteria（規範）'を犯

しているといれざるを得ない。

    4 経済学に於ける均衡概念の重要性について

 限界原理の思考は経済学を特徴付ける基本的な思考の一つである。合理的精

神の活動を前提にして成立する限界原理，或は限界効用均等の法則は経済学領
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域である事を特徴付ける均衡配分のシステム概念を生成する。この均衡配分の

システム概念を生成することから無論理矛盾の論理から，同一経済システムに

属している一群の集合である限り，配分係数を媒介として，異商品類型の水準

パラメーター（価格水準，数量水準）の変動から新規均衡点での水準パラメー

ターの値を演算することが出来る。NNOther things being equal．xの仮説を

用いず同一経済システム下の一群の集合の水準パラメーターの相互依存関係

を，限界原理と無論理矛盾の論理システムから誘導せられるのである。（註4）

 均衡配分係数の成立の所以はミクロ経済学の限界原理に依存し，これに対応

するマクロ経済学の消費者行動を規定する均衡配分の原理は偏差等確率密度の

原理（註5）である。

 このように経済学領域で行動の主体性が働く場合，自然人，法人，団体，自

治体，国家の別を問わず，可処分所得よりして，生産販売施設の最適操業度よ

りして，また，税収入，借入金を含む予算限度，地方債，国債発行限度からし

て，合理的精神の活動に基づき限界原理が働き従って結果としてまた，計画と

して最適配分，すなわち限界原理に基づく均衡配分システムが成立するのであ

る。（註6）

（註4）Ibid．，PP．59～64．

（註5）Ibid．，PP．60～64．

（言主6） Ibid．， PP．60～64．

    5 経済学に於ける優先順位（Priority）の理論と価値演算

     の実際

 限界原理従って均衡配分係数の理論からすると，一財が他財に完全に優先す

るということは，優先される財に対する情報旧記（すなわち，知らなかった）

か，或は現実の二分割性（Indivisibility）か或は両方の理由からであろう。

味わえなければ香だけでもと，かくて多くの模造品を生む結果となっている。

各自の潜在的欲望を現在充足されっつある財，或はサービス以外でこれと競合

して充足し得るものは多くあるものと考えられる。これだけの個人または団体

の欲望とその充足の条件が備わると，限界原理と均衡システム従って均衡配分
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係数，．このシステムを支える弾力性係数システムから，一掃が他山に，個人ま

たは団体の合理性を保持する欲望のシステムに対して優先順位（Priority）の

理論と各財間の価値評価の実際的具体的模擬実験演算を遂行することが出来

る。各日が他財に優先させられた順位，或は度合の価値評価の理論も均衡配分

システムで各変量の水準パラメータ・一・'・の変動に基づいて均衡が破れ新規均衡を

求めて演算する予測模擬実験の演算システムと全く同じである'。従って優先順

位（Priority）の理論も本質的には各財の均衡配分係数の枠内の問題として取

り扱うことが出来る。各財のPriorityの価値評価の模擬実験演算は予測シス

テムでの模擬実験演算の時に同時行うこととする。

    6 エンゲル係数，需要係数，生産係数（供給係数を含む）

     弾力性係数，均衡配分係数の行動システムとしての意義に

     ついて

 経済学が久しく人間行動の科学であるとして出発しながら結局は経済学の落

ち着く先である政策論はマクロ経済である所得水準，消費水準，生産水準，雇

傭水準，三島水準，物価水準といった行動主体の類型を変量に取り入れる事を

完全に忘れた行動結果だけの集合情報を解析して理論を樹立しようとして居る

ように見える。従ってマクロ経済の理論と名付けられるものは例外なしにこの

水準パラメーターの変動の対応関係から誘導されているものといってよいだろ

う。経済学を行動の科学と見る経済学本質論からするならば，マクロ経済の水

準パラメーター一一・を変量としてその変動の対応関係から一つの合目的対応関係を

誘導することはそれ自体は有効ではあるが，ミクロ経済で示された限界原理，

均衡配分原理の如き意味に於ての経済学原理ではなく，政策理論の域を出ない

事は明白である。ミクロ経済学原理で示された限界原理，均衡配分原理，或は

無差別曲線の原理にしても常に経済行動主体の価値判断とその結果とは不可分

の対応関係が設定せられた上での理論であるからである。マクロ経済学に於て

は，消費者行動主体，生産者行動主体，各種団体，地方自治体，中央政府とい

った行動の主体性は完全に捨象せられ，実験計画の出来る自然科学方法論と同
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じく（行動）結果をあたかも（実験）結果と代値出来るかの如き錯覚を起した

まま現在に至っている。行動結果の水準パラメーターのみを変量として解析し

ていては無論理矛盾の論理模型は作れない。

 すると行動科学としてのマクロの経済学の領域に於て無論理矛盾の経済学の

システム開発はどのようなものであり，そして近き将来近代経済学の二，三の

政策理論との関係を解明せねばならないと考えられるが，差し当tりマクロ経

済学の原理，』或はマクロ経済学のシステム化の原理を探すべきではなかろうか

と考える。

 先ずズバリといって行動科学としてのマクロ経済学のシステム化の手始めと

して，エンゲル係数，集合理論（或は分布理論）に基づく需要係数，消費係

数，生産係数，供給係数，弾力性係数，均衡配分係数が一つの完壁な総合シス

テムとして融合統一せられ，経済学が行動科学（価値行動科学）としての最大

の特徴である均衡配分システムを発揮する仕組を常に考えることにより，各

種水準パラメーターの変動と，補助情報Nの変動より均衡が破れ新規均衡点へ

移行する事を演算することによる予測模擬実験のシステムが生れる。今一つの

模擬実験のシステムとしては，優先順位（Priority）の競合品目での価値評価

の模擬実験のシステム及び生産高，販売価格水準変動に基づく市場に於ける新

規均衡の三つに絞られる。この三つのマクロ経済の原理は前述の通り何れも均

衡配分システムを媒介として演算が可能となる様子を充分理解することによっ

て，マクロ経済の仕組を充分理解すると同時に，マクロ経済の均衡システムを

均衡配分システムとして用いることの方法論を持たない0．R．或は計量経済学

的方法の経済学的意味での無論理矛盾の論理模型としての適格性に欠けるとこ

ろのあるのに気が付くであろう。この意味に於てミクロ経済の限界原理，配分

原理に対応するようなマクロ経済の均衡配分システムを解明する原理を見付け

出さねばならぬ事を痛切に感ずるものである。

 筆者はマクロ経済の限界原理に基づく均衡配分システムの解明の可能性を究

明することを最大の課題とし研究を続けているが，やっと正規統計学（註7）のシ

ステムを研究し始めて曙光を得たと感じ始めて居る次第である。第一に痛感し
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た事は行動科学としての経済学の解明は数学関数システムで微積分を用いても

不充分であるとの印象を強く受けている。殊にPaul A． Samuelsonの二冊

の論文集（註8）を読んで一層目の感を深め℃いる。

 てっとり早く経済現象を定義出来る数学関数システムを用いないで，一層直

観的具体的にその変化変動の過程を重視する集合論的接近法，分布理論（正規

分布理論）的接近法，実験計画が実施出来る自然科学分野で用いられる相関分

析，回帰分析に代る分析法として，分布理論に基づく弾力性係数分析法が用い

られることがわかった。

 先ず消費者行動についての古典的研究にはエンゲル係数がある。エンゲル係

数は労働者一般低所得階層の生活苦の度合を表わす係数として各階層の所得水

準を分母としその所得階層に対応を保ちながら食料の消費価値額を分子に置き

比率が求められている。エンゲル係数が求められた政治的といおうか，政策的

意図は明かであるが，行動科学としての経済学の概念の中で明瞭な且つ大胆に

して卒直な人間行動の虚偽のない定義式であるということが出来る。この意味

に於て消費者行動の経済学は先ずエンゲル係数の定義から始められるといって

も過言ではないと思う。エンゲル係数を動態化し，すなわち，分母の所得水準

パラメーターを変量化し，これに対応して分子の消費価値額の消費水準パラメ

ーターを同時に変量化して比率をリニヤーモデル（二つの変量がそれぞれ正規

分布模型と推定する）で勾配を求め消費曲線（或は需要曲線）を定義する。い

わゆる，価格と数量の二つの変量の関数的対応関係として定義される需要係数

としてではなしに，エンゲル係数を動態化した，すなわち，所得水準パラメー

ターと消費価値額（消費価格と消費数量）水準ペラメーターを変量化して対応

させて比率を求めた消費係数はエンゲル係数のもつ総てのよさ，明瞭且つ卒直

な虚偽の介入し得ない人間行動の定義式である。

 この消費係数を所得階層水準パラメーター分の消費価値額水準パラメーター

で除して標準化無命数化したシステムが弾力性係数である。初めにエンゲル係

数があり，その分母子の水準パラメーターを正規分布の理論で変量化し比率を

求めたのが消費係数であり・この消費係数を標準化無命数化したものが分布理
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論に基づく弾力性係数であり，このエンゲル係数，消費係数，弾力性係数は行

動科学としての経済学の変動分析の総合的な三つのシステムと考えられます。

 エンゲル係数を分布理論で行動主体性を含む変動分析化した消費係数，弾力

性係数システムは行動主体性を含むがゆえにミクロの限界原理，限界効用均等

の法則は直ちに利用せられ均衡配分係数としてこれ等三っの総合システムが誘

導せられるのである。

 この第6項で述べた概念の定義式を数式符号で表示することにする。

 エンゲル係数に用いる定義式について

所得階層別水準パラメータータ・

第1所得階層の消費（食料）水準パラメーターラ・

エンゲル係数ε、準
         Yi

水準パラメーター ラ、．狙 の分布理論に基づく変量化。

正規分布の二つのパラメーター，

 水準パラメーターヲ・

 変化係数パラメーター c．ッ．タ、

正規肺（密度）議式秘帆評D

正規肺（度数分布）儀式Σ暗記・）

 消費価値額分布の半正規分布の理論について説明が必要である。行動主体類

型の分布として所得の正規分布に対応して具体的行動結果である消費価値額分

布を標本調査で検討して見ると，消費価値水準パラメーターラ・前後の分布は

半正規分布をするがその変動パラメーターとしての変化係数は一般的に相異る

ことを知る。その主たる理由は同一類型の財貨にも質差があり，従ってその価

格の分布は一様分布ではなく消費価値額水準ジを中心として上方は下方より

も変化係数。．v・が大きくなる傾向がある。

             フユ 正規分布（密度）定義式 ΣDc．v．．（v、）
             0     ツ1
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             2V、
 正規分布（密度）定義式 EDc．v．（v、）
             ツ1    'レ1

               ソ   正規分布（度数分布）定義式ΣD幽．一（ラ、）
               0     γ1

                ラ 正規分布（度数分布）議式卿㌫．，、（・・）

 偲てエンゲル係i数Σ＝享の水準パラメーターY、，炉、を集合論（分布

            ：y1

理論）で押え変量化し対応を求めると，密度演算：定義式では，

      ヲ、                》・
      ．X Dc．。一（Yi） ： ΣDc．。．一（ラ、）
      o   '：yl           O    ↑・1

      2Yi                  2苓、
      ζρ・・v・y、（Yi） ：黒D・・軌評）

 左右ともに半正規分布である等確率密度である。水準（平均値）夕・・ラ・

の差は確率密度には影響を与えない。正規分布の二つの集合を変量として用い

る場合は変化係数。．ッ．．と c．ッ．一との差が問題になるだけである。確率密度
               V1          ツi
は同一世帯集合の所得とそれに対応する消費価値額集合ですから常に相等しい

わけである。従って，正規分布の集合を変量として扱うのには二つの撰択しか

ない。すなわち，変化係数そのものを変量とするか，変化係数の異る正規分布

の同一確率密度に於ての範囲（Range）またはi／2 Rangeを変量に採択するか

の何れか一つを撰ばねばならない。筆者は後者を撰んだ。すなわち，その変量

の対応関係は，

 i／2Range Of a％D             ：1／2．R ange（ゾα％D                           （Vl）
                        C．V．恥下          C．V．夕i

レ卿彫げα％D鯛： '／・R・ng・ ・f a％D、．，．，iド㈲

 従って消費係数（需要係数）の定義式は，

           去R・nge・∫α％Dc．y．，、下（V、）
   需要係数Pi下＝
           ÷R・・8・・ノα％D噛、（pt i）

           tRange・ノα％Dc．V．。，b（'V、）

   需要係数Pi上＝
           tR・ng・・fα％D C． ，．，，（y、）
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 弾力性係数の定義式は，．

      勤㈱婦鑑熱雲：：惑淵

              ． 一S-Range of aO／oD c．v．，，F（50）

               一1-Range of 950／oDc．v．，， （50）

               一｝Range・ノα％D c．v．、1 t、（'i」・）（y、）

      弾力性係数η・・r撫，・・ノα％D，．，．．，，， （ツ1）

              ． tRange of 95 0／oP c． v．，， ．i： （50）

               SRange of 95 0／o D c． v．y， （50）

 弾力性係数ηcr．下， ηa， hが最終的には，

             うrRange oノ' 950／， D c． v．牽1下  （50）

          ηa・・＝去R・・…f 95％D。．，．，、（5の

          η曜際講鴛÷1上器

と要約せられる事からこのような弾力性係教システムでは予め弾力牲係数の数

値表を作成して置く事が出来るのである。従ってこのような弾力性係数は無論

理矛盾の論理模型であると同時に確率分布模型でもある。

 エンゲル係数から分布理論で変量化されて需要係数Z）が誘導せられ，需要係

数0が標準無命数化されて弾力性係数が誘導せられる。その関係を明示すると

次の通りである。

              ラ '   Σひ．
       8ngel係数 ・二＝一     一一 ＝1

              Yi ．Yi

従って，Engel係数は均衡配分システムに属す。．

          蹄数一s-Range of c「OoD・…ポしし

              Jit Range of cr 06D c． i'． ．， （ y ）

                       '．V 1

この係数は所得水準パラメーター一・Ylと消費価値額水準パラメーターViを正

規分布集合，半正規分布集合として同一確率密度α％（例えば95％）に固定し

その範囲（Range）を変量として比率が求められている。
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       鴨一轍欝欝t））×鴇

           ＿去R・nge・∫α％Dc．V．V i（1， iY1）

            一ltRange of aO／oDc．v．y， （Y， V i）

            一IE-Range of 95 O／oDc．v．v i（50 ）

            tRange of 95％th．v．y， （50 ）

この分布理論に基づくV…係数の特徴は四つある。エンゲル係数，需要係数と同

一均衡システムに属していること。第二としては対応する二つの変量の変化係

数比として定義せられ得ること，従って実験計画可能な自然科学現象に用いる

相関係数よりも一層便利な弾力性係数数値表が予め作成して利用し得られるこ

と。第三としてこの係数から需要係tw P，均衡配分係数φを誘導することが出

                  ビP  9、，
来る・第四として従来の弾力性係数η＝ Vマ「が贅沢品すなわち・η＞1・

必需品すなわち，η＜1のように判別基準として用いられるだけに反して，

η。＞1，η。〈1，は贅沢品と必需品との判判基準としてだけではなく，今一つ

重要な基準を同時に示すものである。すなわち，年次資料等から得たη。が

ηα。〉ηα、〉ηα、と増加して行く時はその商品またはサービスは溶化商品または

サービスであって，ηα。＜ηα1〈ηα，と減少して行く時は劣化商品またはサービ

スを示すものであって益々その商品またはサt一一一ビスが必需化して行っている事

を示すものではない。

 偲て，エンゲル係数ε，需要係数，，弾力係数の間には次の関係のあること

が証明出来る。

        6＝t） ‘ ！D＝i」a'8； rp．?D

 ηCtは数値表化出来ているし， ε一寧 の計算は簡単であるからPを求める
                 Yi
場合に弾力性係×エンゲル係数という形をとることが出来る。このようなシス

テム化が出来ることは経済現象を行動科学として押える時にのみ成立すること

を知る時に，ミクロ経済学とマクロ経済学との融合統一は連立方程式の数学的

システムの問題でもなければ，また微分積分方程式の問題でもない。行動科学
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としての経済学の一つのシステムすなわち，人間の行動を支配している経済の

システムとして均衡配分システムの存在を肯定せねばならないと思うρ

 エンゲル係数が現在なお人間の生活程度を示す最も説得力を持つ真実の係数

として用いられている事は均衡配分システムに属しているからである。

孕一・（Unity）となるような均衡条件を充たすシステム，すなわち，閉

ざされたシステム （Closed System）でないとミクロ経済に於てもマクロ経

済に於ても行動科学としての経済学の均衡配分システムは成立しないだろう。

 従来の市場機構に現われ'る価格と数量の変動の対応関係の標準化無命数化，

すなわち，

      η一銭i畜／無記調

のようなOpen Systemに属する係数法では充分ミクロ経済とマクロ経済の

融合，統一，野合な均衡配分システムとはなり得ない。

 次のように定義せられるシステムから均衡配分システムを定義すると，

    ε一言ε、÷Σεr場一麦Σ㍗1

          i
   ．7） 一＝ i7． ・（S， ！Di一 ij．i ・8，

      D ” D，
   i」a＝i' i」cri 一一 f，

均衡配分係数φ‘は，

               ラi    1    ＿
ψ2一璽五一ηαi'冗・」ηぺ・一翌・
'Σつ'Σηα'ε・Σηぺ封玄Σα，ラ・Σηα…

併して，2φz＝1（ση勿）

 均衡配分係数φ¢がエンゲル係tw ei，または消費価値額Viをそれぞれの弾力

性係数η。iに加重にもった比例配分係数であることが立証された。配分係数φ乞

は需要係数での比例配分された係数でもあるが，需要係数を弾力性係数xエン

ゲル係数の形に転換されている理由は前述の通り需要係数をいちいち分布理論

で演算するのは時間を要するが弾力性係数は数値表化されているのでこの数値

表を用いれば簡便であるからである。
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（註7）平山政市著，“正規統計学．pp．322．経済統計学研究会，1969，7．10．

（註8）Paul A． Samuelson，卿The Collected Scientific Paper of Paul A．

  Samuelson，” the M．1．T． Press， Vol．1， Vol．2， lg66． pp．1813．

7 経済の均衡配分システムに基づく予測を含む模擬実験シ

 ステム

 経済の均衡配分システム下のパラメトリック統計（註9）でのソフトパラメータ

ー・'・■ i註10）を用いるシステム。

 パラメトリック統計はR．A．：Fisher氏の近代統計学の別称で，母集団の正

規性の典型を前提に持ち，パラメーターとして平均値死標準偏差Sまたは変化

係数。．v．＝1里S，補助情報（パラメーターに準ずる情報）：Nを媒介として

統計を行うシステムである。ソフトパラメーターは加工度の高い配る目的に奉

仕する媒介変数と定義してもいいわけであるがパラメトリック統計でのソフト

パラメーターというのは水準パラメー…一ターx，変動パラメーターS，c． v．補

助パラメーター2Vとの直接関係から誘導されたパラメーターである。

 経済の予測と模擬実験に於てKN Other things being equa1、を使用する範

囲を出来る限り縮少したシステムである。Kx Other things being equa1、と

いう仮定ではなくして，明瞭に定義され実証された変動パラメーター，すなわ

ち，変化係数，或は二つの変量の変化係tWLk，すなわち，弾力性係数従って均

衡配分係数の予測；期間中，模擬実験期間中安定という条件だけが入っ．て来るこ

と，各種水準パラメーター，補助パラメーター2Vの変動の組合わせで予測及び

模擬実験が行われるシステムである。

 第5項で挙げた経済学に於ける優先順位（Priority）の理論と価値演算の実

際問題としてどのように扱い得られるであろうか，という問題である。或る項

目が他の項目に優先するという問題は，先ず優先の存在有無の問題，優先の程

度：の問題である。

 （1）均衡配分システムφ乞中での一項目の優先

 優先差量を△vとするとその他項目は各自

                一17一



            第1巻  第1号

    ηαi、vト1
          だけ配分価値額は低下し均衡する。 ムツ・
    Ση  一
     α  ツ      ト  ト 
 ② 均衡配分システムφ沖での一項目の優先をφ沖の他の一項目でカバーす

る。

 特定項目の儀牲価値額＝△”（優先差量）

 （3）均衡配分システムφげ外の一項目の優先

       ijαiVi
     ムウ ・
       Σηαfヴf

 （4）均衡配分システムφi内で所得または収益の増加と同時にφf外の一項目の

優先

 所得差益量△y，項目優先差量△v，

        ηα‘ラ，
             内の各項目はこの（ムアー△v＞0，或は（△y （ムツー△の・
       Σηα 石ゴ
         ゴ
ー△v）＜0によってφ∫外の一項目の優先によっても均衡配分額の増加，或は

減少が起る。その価値額の各均衡システム内項目の配分価値額が優先によって

引き起される不均衡から新規均衡に到る合理的価値評価のシステムである。

 このように均衡配分φ，内の項目の水準パラメーターの変動に基づく均衡破

壌，回外の項目優先に基づく△〃差量に基づく均衡破壌は新規均衡点の発見と

いう観点から価値評価を行うことが出来る。

 偲て昭和34年度全世帯年聞所得200万円以下の所得分布を複合階層別正規所

得分布模型で分解して月間所得水準では次の結果を得た。

   11728970                 5158490               2435790

                  （43100 ） 十ΣD27                             （75100円）  Σ0         （32580 円 ） 十ΣD25

   32

 昭和34年全国消費実態調査報告第1巻家計収支全国編pp．31-32より次のソ

フトパラメーターが誘導された。

 三つの階層別所得水準パラメーターとしての変化係数，三つの補助情報とし

ての世帯数，その変量に対応する下半分上半分共通の水準パラメーター，六個

の変動パラメーターとしての変化係数，世帯数は共通の補助情報である。以上

の所得階層別正規分布3個，これに対応して変動する7個商品類型（貯蓄も含
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  所得階層加商品項目別消費価値三分布    昭和34年全世帯

 所得
@
階
商
 
層
品
項
目

軌・3258・ll勉（3258・1・ 簸・・31・・ll勉・431・（ll

下半'分 上半分 下半分 上半分 下半分 上半分
1三食 助億（・㍉・・6、 叫1（・，8・6・

  1V2功    （4，349）  1〔〕 ΣDN・（鱗9）  25 ΣDN・（4，837）  7 ΣDN・（4，837）  4

副食
  Nﾜ   1（8，070｝  16

  N夏眠   （8◎070）  31 ΣDN・（10，2。3）  18 ΣDN・（10，2〔〕3）  30 ΣD凡（15，274）  18 ΣDN・（15，274）  9

住居
  N?  1（2，365）  38   Nﾜ   1（2，365）  15   NY   2（2，892）  16

ΣDN   z（2，8921  21 ΣDN   3（4，426）  26

  八7Y   3（4，426｝  ？1

光熱 功・1，228・   NｰD   l（1，228》  18

ΣDN・（1，576）  17 ΣDN・（1，576）  23 ΣDN・（2，237｝  14 ΣDN   3（2，237）  11

被服
ΣDκ1（3．。08）  37

  ．vｰD   I（3，0｛〕8）  21

ΣDN・（4，224）  23

瞭…224・
ΣDN   3（10，8〔〕5）  40 ΣDN   3（10，805）  21

雑費
  ！VS   1（8，〔〕53｝  40

ΣDN・（8，。53）  25 鴫・ll，・・8・
ΣDN   2（11，408）  3〔〕 ΣDN   3（21，814）  28 ΣDN   3（21，814＞  26

貯蓄
励（・・99・

ΣDNI（1，999）  29 ΣDN・（3，〔〕29）  27 ΣDN・（3，。29＞  42 ΣDN・（6，661）  23 ΣDN   3（6，661）  24

    ノ＞1 ＝117289701』：帯， ハJu ＝51584901U：帯，ハh  ＝2435790 ill：

む）項目は半正規分布，従って42個の変化係数と21個の水準パラメーターが決

定する。

 次にこのSystemは経済のミクロ・マクロの融合統一のSystemとしての

偏差等確率密度の原理に従っていることを示

す。

 すなわち，行動主体の商品項目別限界効用

均等点を示す偏差はα％との等確率密度の範

囲点＝％Rαη960f D c．v．（v） ；i／2 Range

            ラ1
0fα％D c． v．（y）にミクロ点は示され，

      タ
ミクロの集合としてのマクロ集合は確率密度

で示されることを図表示出来ている。

 最後に消費者行動均衡Systemが，物価水

準の変動，所得水準の変動，所得階層別世帯

数の変動に基づきこの均衡が破れ新規均衡点

の成立に至る模擬実験System（Simulation

Systemであり，予測Systemである）につい

てコンピュータ演算した例を示すこととする。
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所得

（1）主食

（2）副食

（3＞住居

（4）光熱

（5）被服

（6離費

（7貯蓄

      c．v．32

m擁r＼＼
 寓す、

ｿ％  c・～へ18

  御1｝

ｿ％  c・～ね16

  列2〕

ｿ％ c・w38

     51｛3｝｢      c．v．27

 匁。葱♂4）

@  cごv．37α％

  否ユ〔5｝

ｿ％  c．v．40

      渉1〔6｝'／蜀      c．v。50

爬δ、171



              第1巻  第1号

 演算の手順は所得階層別に所得変動と物価変動に基づく過不足額を計算し，

過不足分を均衡配分係数で配分額を各品目について演算し各消費項目について

新規均衡消費価値額点を探がせばよい。

     昭和35年度バター消費価値額のコンピュータによる模擬実験例

     昭和34年度バターの生産並びに販売価格

販 売 価 格
生 産  分  布         （噸）

下半分 上半分
小  計 備  考

1
迎） （7117〕 12 ΣD （332）  2 ΣD （332）  4       円T，250，239，368 4509＠￥332

2
ΣD 〔1888｝  7 互D （332｝  2 ΣD （332）  4

1，392，785，152 ￥332

3
ΣD （1501） 14 ΣD （332｝  4 ΣD （332）  4

1，107．293，7〔，4 ￥332

4
ΣD ｛雛7〕 18 ΣD 〔320）  6 ΣD （320）  4

602，253，880 ￥320

5
ΣD （206） 17 ΣD6（320）

ΣD （320）  4

146，474，240 ￥320

6
ΣD α33｝ 2i） ΣD （310）  8 乏D （310）  6

9L613，060 ￥310

7
ΣZ） （97｝ 23 翌）8（310）

ΣD （310）  6

66，815，留0 ￥310

8
ΣD （85｝ 26 ΣD （31⑪｝ lO ΣD （310｝  6

58，549，70G ￥310

9
ΣD 〔61） 30 ΣP （3001 K｝ ΣZ） （30ω  8

40，659，6UO ￥300

1〔」
．ΣD （61｝ 製 ΣD （3α〕｝ 12 避） 〔300）  8

40，659，600 ￥300

計 11996噸 8，797，340，844

 バターの消費価値額は所得階層別副食費と比例するものと仮定し配分すると

第1所得階層は￥32．y第2所得階層は￥40．6第3所得階層は￥60．7で副食

費の．3977％に当たる。

            副食費均衡配分係数

   所得階層

均衡
 配分係数

第1所得階層

下半釧上半分

           第3所得階層 第2所得階層

下半釧上半分1下半釧上半秀'

同食費配分係数1．15934・1．37SS36 1227136卜29168gi・17354gレ111996

 階層別所得の水準パラメーターの11段階の変動，6商品類型の水準パラメー

ターの11段階の変動，階層別所得3階層の世帯数の7段階の変動の77個の変量

の組合せでのバターの消費価値額の模擬実験法に基づいて予測した結果表を次

に掲載することにする。

註9 パラメトリック統計とは母集団の正規性の典型を前提にして資料の解析を行い，パ

  ラメーターとしては水準パラメーターは算術平均値，変動パラメーターは標準偏差S

  又は変化係数。．v．を用い，補助パラメーターとしてR．A，Fisher氏がAncillary

  Information（補助情報） （註11）と定義する標本1固数についての情報の三つであ
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              第1巻  第1号

  る。之を土台として予測，検定，模擬実験をも行う。パラメトリック統計に対して非

  パラメトリック統計と総称せられるのは母集団の正規性を前提としない確率演算を含

  む数理統計一般をいう。

註10 ソフトパラメーターとはハードパラメー…一・ターに対して付けられた用語で，勿論ソフ

  ト，ハードという用語はコンピュータのソフトウエアー，ハードウエアーから出てい

  る。ハードパラメーターは官庁統計，市場調査からの資料を通常一般の纒め方で求め

  られたパラメー・一一ターをいう。ソフトパラメーターは高度のシステムに従って加工され

  た媒介変数として用いられるものをいう。

註11Ancillary Information（補助情報）R．A．Fisher， e℃ontributions to Mathe-

  matical Statistics” 26．48-54，27．256-257．

    む す び

 経済学が科学となる一つの条件は行動科学（均衡配分システム）として成立

して行くものではなかろうかというのが筆者の見解である。経済学は実験出来

ないので精々のところこのような弾力性係数システムで予測を含む模擬実験の

システムとして開発されるべきだとの確信をいだいている。

 紙面の都合で生産者行動の市場に於ける模擬実験システムについての報告が

出来ないのを残念に思う。多くの政治家が発言されているように経済は生き物

でなって見んとわからないといわれることは或る意味では経済学者えの侮辱と

もとれないことは無いが，何んといっても未だ経済学は科学になって居らぬと

いうのが一般通念であるから致し方がないかも知れない。自然科学の分野では

このような侮辱は通らないだろう。

 企業戦略に当たる市場に於ける企業者行動も生産分布，供給価格，弾力性係

数，供給係数配分係数，増産分配分，均衡点への値下（値上）新規均衡点（註12）と

いった均衡配分システムを通して市場戦略模擬実験が可能で機会を見て例示し

たいと考えている。この企業戦略模擬実験システムはMorgensteinのNKThe-

ory of Game、に示されているものよりも実際的でありより実戦感温っ実証

的であるのではなかろうかと思っている。

註12平山政市著，“経済統計学研究。玄文社，1969，10．31，pp．68-70・．

                            （1971， 10，3 1）
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